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こんにちは！会計ロボ太郎です
～ロボティック・プロセス・オートメーション（RPA）という仮想知的労働者の登場～

情報システム委員会委員 惠良 健太郎
【1．バックオフィスにもロボットが導入されている】
またAIの話かと思われた方、いえ違います、今回はロボットのお話です。
とはいっても、工場で働くロボットではなく、オフィスでバリバリ働くロボッ
トのことです。ロボットではありますが、ソフトバンク社Pepper（通称：ペ
ッパー君）のような実体を持っておらず、パソコンやサーバーの中で働くソフ
トウェア・ロボットになります。
そのソフトウェア・ロボットの名前は、ロボティック・プロセス・オートメ
ーション（RPA：Robotic Process Automation）。工場に導入されているロボ
ットは工場作業者であるブルーカラーの代替であるのに対して、このRPAは
オフィスワーカーであるホワイトカラーの代替であるといわれています。実体
を持っていませんので、デジタル・レイバー（仮想知的労働者）などとも呼ば
れています（図1）。

このRPAですが、もうすでに
大手企業を中心に一般企業にど
んどん導入されております。例
えば、日本生命保険相互会社で
は、2016年にある新入社員の入
社式が行われました。その新入
社員の名前は、「日生ロボ美」
さん。特技はタイピングと入力
作業、趣味は皆さんのお手伝い
だそうです。新入社員ながら25
人分の労働を一手に行うそう
で、こんな新入社員がいたら即

採用したいですよね。もちろん、この日生ロボ美さんは生身の人間ではなく、
RPAロボットであります。
このRPAの導入は様々な会社や地方自治体で進められており、どれだけ効
果があったかということとセットに数々紹介されております。その導入の効果
として、作業工数が4割から7割減という事例も珍しくないものとなっており
ます。
【2．RPAとは】
それではこのRPAとはどういうものかというと、簡単に説明するとパソコ
ンやサーバー上で今まで人がパソコンの画面を見て手で行っていた作業を、人
に代わって作業してくれるソフトウェア・ロボットになります。それってExcel
のマクロやERP（Enterprise Resource Planning：統合業務管理システム）と

何が違うの？と思われた方もい
らっしゃるかと思いますが、こ
のRPAはExcelやその他のソフ
トウェア、ウェブ上の情報など、
それぞれ違うシステム間やウェ
ブサイトを、人間がPCを扱う
かのように自由に行き来して情
報を収集しシステムに入力する
ことができる自動ロボットにな
ります（図2）。このRPAの特

徴として、以下の3点がよく挙げられます。
①プログラミング不要
⇒人間がPCを利用して行う見本動作をそのままRPAがPC上で記録し、
そのロボットの自動動作を決めることができる

②画面認識などの技術で、システム間やウェブを連携させることができる
③低コストでの導入が可能
これらの特徴が従来のExcelのマクロやERPなどと大きく異なる点になり
ます。特に定型化された事務処理作業である、間接業務・バックオフィスに
おける単純な繰り返し作業においてRPA導入が特に効果を発揮することに
なります。
【3．なぜ今、RPAなのか？】
日本企業におけるIT化はかなり進んでいるのが現状で、大企業ではERPが、
私どもの会計業界でも会計税務ソフトが小さな事務所でも十分に浸透していま
す。ただ、それでもオフィスワーカーの単純で判断不要な作業はまだまだある
のが実状です。このIT先進国でそれらの作業がまだまだ残っているのは、な
ぜでしょうか。その理由として、そのような人がやらないといけない作業は、
各業務が小規模なもので、さらにその業務が流動的で短い期間に変更されるこ
ともあるため、それら小規模で流動性があるプロセスを処理するための個別の
システム開発コストや開発時間の点で割に合わなかったからといわれておりま
す。一方のRPAは、先に見た特徴から小規模で流動的な業務のIT化を得意と
しております（図3）。
ロボットなので不眠不休で働き、残業代もかかりません。事前に決められた
ルールを正確に行うため単純ミスもなく、結果、品質も高いものとなります。

加えて今は企業の
人手不足は深刻な問
題になりつつありま
す。労働人口の減少
は避けられない中
で、働き方改革、生
産性向上は至上命題
となっております。
このように、RPA

の小規模で流動的な
プロセスでの単純な
繰り返し作業が得意
であるという特徴

と、現在の人手不足、生産性の向上が求められる時代が到来したことが必然的
にマッチした結果、このRPAロボットであるデジタル・レイバーの存在が世
間で一気に注目されることとなりました。
【4．RPA導入の具体例】
RPAを理解するための簡単な導入事例の一つとして、交通費精算のチェッ

ク作業がよく紹介されます。
従業員から報告された交通費精算書の金額の妥当性を、人に代わりRPAロ

ボットが確認するという作業です。具体的にはRPAソフトがインターネット
を立ち上げヤフー路線にアクセスし、Excelで作成された交通費精算書の出発
地と到着地をヤフー路線の出発地と到着地に入力して検索し、検索結果の金額
と精算書の金額があっている場合は「〇」、あっていない場合は「×」を付け
る、この一連の作業を途切れなく行ってくれるものになります（図4）。

これはあくまでRPA
の動作を理解するための
わかりやすい例示の一つ
であり、その本質はPC
などを使用して人が作業
していた小規模な繰り返
し業務を、ロボットが代
替して作業してくれると
いうところにあります。

思い返してみると、私たちの仕事には想像以上に、重要な判断を伴わない単純
な作業が山ほどあり、その作業にとられる時間は膨大で、それら作業に忙殺さ
れているということがよくあります。このような場面でRPAはその力を発揮
することになります。
【5．会計税務業界に与える影響と活用方法について】
筆者は会計税務関係の展示会に定期的に顔を出しておりますが、ここ数年の
トレンドであるクラウド系ソフトの紹介や、経理業務のアウトソーシング
（BPO：Business Process Outsourcing）、そして昨年は電子帳簿保存法対応
に加えて、その中でひっそりとRPAを紹介している会社が数社ありました。
着実にではありますが、RPAが私たちの業界でも浸透し始める気配がありま
す。このRPAを私たちの仕事にどのように導入することができるでしょうか。
記帳や税務申告書の作成は、大手ベンダーのソフトが利用されており、この分
野でのIT化はすでに十分に進んでいます。残された部分、つまり人手で対応
していた部分にこのRPAを導入できるかどうかを検討していくことになりま
す。例えば、e-Tax、eLTAXの利用者識別番号、利用者IDの取得を行う場合、
従来人手で行っていた作業を、RPAロボットが代わりに取得してくれること
も考えられます。
【6．おわりに】
働き方改革や生産性向上が叫ばれる中、その大本命となるのがこのRPAな

のではないかと筆者は感じております。RPAはまだまだ発展途上のツールで
すが、私たちの業界においても今後注目される存在になるのではないでしょう
か。このように、仕事を疲れ知らず不眠不休でこなしてくれるロボットが、「日
生ロボ美」のように私たちの事務所に社員として迎え入れられ、「会計ロボ太
郎」などと名前をつけられ可愛がられるような存在になるかもしれませんね。

情報システム委員会では電子申告に関する質問（電子申告・電子納税・マイナンバー取扱）を募集します！
電子申告に関する疑問をお持ちの方は、＜本会HP＞⇒＜税理士の方へ＞⇒＜税理士のためのIT講座＞⇒＜電子申告等に関する質問コーナー＞
にアクセスのうえ、「質問内容募集フォーム」にてお送りいただくか、電子メール（johosystem@tokyozeirishikai.jp）にて①氏名②税理士登録
番号③質問内容をご記入のうえお送りください。回答は本会情報システム委員会にて作成後、「電子申告等に関する質問コーナー」ページへ掲載
し、総務部メールニュースにてお知らせいたします（支部及び氏名は非公開です）。
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